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■　構成員の心得

「三者技術調整会運用マニュアル（案）」に基づき会議を実施すること。

　他の構成員からの質問等について回答する構成員は，的確な回答を心掛けること。

　　　・　設計者においては成果品の品質向上

　　　→　調整事項に適さない(三者相互に関連が薄い事項)と思われるようものについては議題にしない。

　　　・　発注者の技術力の向上（両者を通じて得た知識を監督業務等において活用できる）

　各構成員は，「三者技術調整会実施要領」，「三者技術調整会実施要領の運用について」及び

　②　計画・設計及び施工分野の技術的知識を相互に意見交換することで，三者の一層の技術力の

　　向上が図られる。

　　　・　施工者においては施工現場の効率化

　各構成員は，「三者技術調整会実施要領」，「三者技術調整会実施要領の運用について」を熟読し，

目的等について十分理解すること。

 ◆ 三者技術調整会のビジョン ◆

　①　設計の考え方の確実な伝達，設計・施工条件や施工上の留意点などの検討協議を実施すること

　　により，監督業務の適性な履行並びに確実な施工が図られる。結果として，発注者が求める工事

　　における品質の確保が図られる。

発注者用

三者技術調整会運用マニュアル（案）

　お互いの技術力の向上に繋がる会議となるよう心掛けること。

　・　三者技術調整会議の調整事項として各構成員が「適する」と判断される内容について協議すること。

⑤

⑥

確認 確認日 備考

3

1 ・委託請負者と三者技術調整会実施について協議（参加確
認）を行い，了解をえたか。

　技術者として「対等の立場である」ということを認識し，各構成員はお互い真摯な対応をとること。

2

実施設計書作成にあたり

　　項目「確認」の□に・をつけながら作業確認を行うこと。

・特記仕様書に記載しているか。（「三者技術調整会試行要
領の運用について」項目１参照）

・「三者技術調整会試行要領」，「三者技術調整会試行要領
の運用について」及び「三者技術調整会運用マニュアル」を
添付しているか。

・照査マニュアル（該当する工事種別，準拠できる工事工
種）を添付しているか。

第１回目

三者技術調整会対象工事選定にあたり確認

実
施
前

入札後（工事請負者の決定）

段階 確認内容

■　三者技術調整会の基本的な確認事項については，下表のとおりです。

　三者間の問題点等の抽出等に心掛けること。（三者の責任の明確化，照査マニュアル（案）の内容等）

・○○工事三者技術調整会業務委託を発注したか。

・工事請負者より，設計図書の照査結果の報告が工事打合簿
により報告があったか。

・照査マニュアル（案）の提出を義務付けた工事において，
設計図書の照査結果の 部資料として提出されているか

・工事請負者より，工事打合簿により質問書の提出があった
か。

設計図書の照査結果の一部資料として提出されているか。
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確認 確認日 備考

工事請負者

委託請負者

発注者用

第１回目

段階

・設計図書の照査結果の内容を確認したか。

・質問書の内容を確認したか。

・設計図書の照査結果，質問書の内容について委託請負者へ
資料提供したか。

・工事請負者の質問等について，回答する項目を委託請負者
と調整したか。

（開催時間）→

工事請負者の設計図書の照査結果報告，質問書の提出後

確認内容

・工事請負者，委託請負者と開催日について日程調整し，開
催日（日時，場所）の連絡をしたか。

4

実
施
前
（

続
き
）

（開催日）→

（開催場所）→

工事請負者

委託請負者

会
議
終
了
後

・三者技術調整会で調整された事項について，施工計画書に
反映されているか。

工事請負者からの施工計画書の提出6

様式－１（PDF）→

・工事請負者から施工計画書が提出されたか。

・技術管理課企画指導係へ様式－１を提出したか。
　（メール）

三者技術調整会議終了後

・発注者が回答を要する質問への回答準備ができたか。

・「三者技術調整会実施要領」第６条，「三者技術調整会実
施要領の運用について」項目２の(2)にある調整事項毎に三者
技術調整会記録簿（様式ー１）を作成したか。

・発注者構成員として参加者の調整は済んだか。

5
会
議
中

三者技術調整会の開催

三者技術調整会の会議録の作成

・会議終了後，様式－１の記録内容について各構成員の確認
及び承諾を得たか。

・「三者技術調整会実施要領」第６条，「三者技術調整会実
施要領の運用について」項目２及び「三者技術調整会運用マ
ニュアル」構成員の心得に基づいた会議を行ったか。
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①

②

③

④

工事請負者用

三者技術調整会運用マニュアル（案）

　お互いの技術力の向上に繋がる会議となるよう心掛けること。

　・　三者技術調整会議の調整事項として各構成員が「適する」と判断される内容について協議すること。

「三者技術調整会運用マニュアル（案）」に基づき会議を実施すること。

　　　・　設計者においては成果品の品質向上

　　　→　調整事項に適さない(三者相互に関連が薄い事項)と思われるようものについては議題にしない。

　　　・　発注者の技術力の向上（両者を通じて得た知識を監督業務等において活用できる）

　他の構成員からの質問等について回答する構成員は，的確な回答を心掛けること。

■　構成員の心得

　②　計画・設計及び施工分野の技術的知識を相互に意見交換することで，三者の一層の技術力の

　　向上が図られる。

　　　・　施工者においては施工現場の効率化

　各構成員は，「三者技術調整会実施要領」，「三者技術調整会実施要領の運用について」を熟読し，

目的等について十分理解すること。

　各構成員は，「三者技術調整会実施要領」，「三者技術調整会実施要領の運用について」及び

 ◆ 三者技術調整会のビジョン ◆

　①　設計の考え方の確実な伝達，設計・施工条件や施工上の留意点などの検討協議を実施すること

　　により，監督業務の適性な履行並びに確実な施工が図られる。結果として，発注者が求める工事

　　における品質の確保が図られる。

⑤

⑥

確認 確認日 備考

・設計図書の照査結果について，監督職員へ工事打合簿にて報
告しましたか。（監督職員が確認できる資料の提出）

・現地踏査，事前測量，設計図書の照査が終了した時点での質
問等について工事打合簿にて提出しましたか。（質問書の提
出）

・照査マニュアル（案）の提出を義務付けた工事において，設
計図書の照査結果の一部資料として提出しましたか。

監督職員へ工事打
合簿により，三者
技術調整会の開催
を要請して下さ
い。

・現地踏査を実施しましたか。

・事前測量を実施しましたか。

・設計図書（図面，特記仕様書等）の照査を実施しましたか。

第１回目

■　三者技術調整会の基本的な確認事項については，下表のとおりです。
　　項目「確認」の□に・をつけながら作業確認を行うこと。

　技術者として「対等の立場である」ということを認識し，各構成員はお互い真摯な対応をとること。

段階 確認内容

現地踏査，事前測量，設計図書の照査の実施後

・特記仕様書により，「三者技術調整会」の対象工事であるこ
とを確認しましたか。

2

現地踏査，事前測量，設計図書の照査の実施

　三者間の問題点等の抽出等に心掛けること。（三者の責任の明確化，照査マニュアル（案）の内容等）

三者技術調整会対象工事の確認

実
施
前

3

1
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確認 確認日 備考

会
議
中

（開催日）→

（開催場所）→

（開催時間）→

三者技術調整会の開催

三者技術調整会の会議録の内容確認

・「三者技術調整会実施要領」第６条，「三者技術調整会実施
要領の運用について」項目２及び「三者技術調整会運用マニュ
アル」構成員の心得に基づいた会議を行いましたか。

5

発注者へ設計図書の照査結果の報告，質問書の提出後

確認内容

工事請負者用

第１回目

実
施
前
（
続
き
）

段階

・三者技術調整会開催日において，設計図書の照査結果及び質
問書の説明について準備が整っていますか。【要領第６条の
（１）】

・発注者から開催にあたっての日程調整，開催日（日時，場
所）等の連絡がありましたか。

・工事請負者構成員として参加者の調整は済みましたか。

4

監督職員へ施工計
画書提出後，現場
着手

中 三者技術調整会の会議録の内容確認

・発注者（監督職員）に上記施工計画書を提出しましたか。

6

・三者技術調整会で調整された事項について，施工計画書に反
映しましたか。

施工計画書の作成

・会議終了後，発注者が作成した様式－１の記録内容につい
て，確認及び承諾しましたか。

会
議
終
了
後
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①

②

③

④

　　　・　発注者の技術力の向上（両者を通じて得た知識を監督業務等において活用できる）

　各構成員は，「三者技術調整会実施要領」，「三者技術調整会実施要領の運用について」及び

　他の構成員からの質問等について回答する構成員は，的確な回答を心掛けること。

　　における品質の確保が図られる。

■　構成員の心得

　　　・　設計者においては成果品の品質向上

　　　→　調整事項に適さない(三者相互に関連が薄い事項)と思われるようものについては議題にしない。

　②　計画・設計及び施工分野の技術的知識を相互に意見交換することで，三者の一層の技術力の

　　向上が図られる。

　　　・　施工者においては施工現場の効率化

委託請負者用

三者技術調整会運用マニュアル（案）

　お互いの技術力の向上に繋がる会議となるよう心掛けること。

　・　三者技術調整会議の調整事項として各構成員が「適する」と判断される内容について協議すること。

「三者技術調整会運用マニュアル（案）」に基づき会議を実施すること。

　各構成員は，「三者技術調整会実施要領」，「三者技術調整会実施要領の運用について」を熟読し，

目的等について十分理解すること。

 ◆ 三者技術調整会のビジョン ◆

　①　設計の考え方の確実な伝達，設計・施工条件や施工上の留意点などの検討協議を実施すること

　　により，監督業務の適性な履行並びに確実な施工が図られる。結果として，発注者が求める工事

⑤

⑥

確認 確認日 備考

　技術者として「対等の立場である」ということを認識し，各構成員はお互い真摯な対応をとること。

工事請負者から発注者への設計図書の照査結果報告，質問書の提出後

・発注者から工事請負者の設計図書の照査結果，質問書の資
料提供がありましたか。

工事の入札・契約締結後

三者技術調整会対象工事の確認

　三者間の問題点等の抽出等に心掛けること。（三者の責任の明確化，照査マニュアル（案）の内容等）

3

・発注者と工事請負者からの質問等について，回答する項目
を調整しましたか。

1

　　項目「確認」の□に・をつけながら作業確認を行うこと。

・○○工事三者技術調整会業務委託を契約しましたか。

第１回目

・発注者からの協議により，対象工事の確認をしましたか。

2

段階 確認内容

■　三者技術調整会の基本的な確認事項については，下表のとおりです。

実
施
前
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確認 確認日 備考

工事請負者から発注者への設計図書の照査結果報告，質問書の提出後（続き）

確認内容

委託請負者用

第１回目

実
施
前
（
続
き
）

・試行対象工事に係る設計成果，設計照査報告書の資料等に
より設計意図及び施工における留意点等の説明準備ができて
いますか。【要領第６条の（２）】

・発注者から開催にあたっての日程調整，開催日（日時，場
所）等の連絡がありましたか。

・委託請負構成員として参加者の調整は済みましたか。

（開催場所）→

・「三者技術調整会実施要領」第６条，「三者技術調整会実
施要領の運用について」項目２及び「三者技術調整会運用マ

4

（開催日）→

（開催時間）→

三者技術調整会の開催

・委託請負者が回答を要する質問への回答準備ができました
か。

段階

5

・会議終了後，発注者が作成した様式－１の記録内容につい
て，確認及び承諾しましたか。

三者技術調整会の会議録の内容確認

施要領の運用について」項目２及び「三者技術調整会運用マ
ニュアル」構成員の心得に基づいた会議を行いましたか。会

議
中
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